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神経内科学分野 
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シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 0 1 0 25 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

辻野 彰・教授 代議員 日本神経学会 

辻野 彰・教授 評議員 日本神経治療学会 

辻野 彰・教授 代議員・評議員 日本脳卒中学会 

辻野 彰・教授 支部長 日本脳卒中協会長崎県支部 

辻野 彰・教授 理事 長崎県難病医療連絡協議会 

辻野 彰・教授 委員 長崎県脳卒中検討委員会 

辻野 彰・教授 委員 長崎県油症対策委員会 

辻野 彰・教授 世話人 九州脳神経・脈管超音波研究会 

辻野 彰・教授 世話人 九州脳卒中 

白石裕一・講師 評議員 日本アフェレシス学会 

白石裕一・講師 副センター長 長崎県基幹型認知症疾患センター 

白石裕一・講師 理事 長崎県難病医療連絡協議会 

白石裕一・講師 委員 長崎県難病患者就労支援推進協議会 

白石裕一・講師 準会員 NPO 法人 長崎在宅 Dr.ネット 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

中村龍文・教授 人間社会学部社会福祉学科  長崎国際大学 

本村政勝・教授 電気電子工学科 長崎総合科学大学 

 
 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

辻野 彰・教授 日本医療研究開発機構（AMED)委託

研究開発費 
分担 発症時刻不明の脳梗塞患者に対する静注血

栓溶解療法の適応拡大を目指した臨床研究 

辻野 彰・教授 厚生労働省 分担 厚労科学研究費補助金 脳卒中の医療体制の

整備のための研究 

白石裕一・講師 日本医療研究開発機構（AMED)委託

研究開発費 
分担 タウリン長期投与治験(①治験責任医師) 

白石裕一・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究(C)  
アセチルコリン受容体主要免疫原性領域を

標的とした免疫グロブリン療法：動物実験 
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○特筆すべき事項 

①認知症県民公開講座を年 2回開催している 

②佐世保市主催の医療講演会において、「神経難病の理解と支援について」の講演を行った 

③日本脳卒中協会主催の講演会において、医療者向けに「脳梗塞治療について」の講演を行った 

 


